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問 1 【解答】 （c） 
問 2 【解答】 （c） 

東向き 3.6 cm，南向き 7.6 cm の⽔平変位なのでベクトルの⼤きさは， 

ඥሺ3.6ሻଶ ൅ ሺ7.6ሻଶ ൌ √12.96 ൅ 57.76 ൌ √70.72 ൎ 8.4 cm 

東から南⽅向への⾓度を𝜃とすると，ベクトルの向きは， 

𝜃 ൌ tan ିଵ ൬
7.6
3.6

൰ ൎ tan ିଵሺ2.11ሻ ൎ 65∘ 

tanሺ60°ሻ ൌ √3 ൎ 1.73 から，60 度よりも少し⼤きい値と推定できる． 

問 3 【出題の意図】 沈み込み帯で発⽣するプレート境界型地震のメカニズムとそれに伴う地
殻変動を理解しており，GNSS 観測で得られた⽔平変位の⽅向をプレート運動および上盤側
の歪み解放の観点から説明できるかどうかを問う． 

問 4 【出題の意図】 地震による地殻変動と河川地形の形成過程を理解しており，⼟地の隆起
によって河川の侵⾷作⽤が強まり，旧河床が段丘⾯として残ることで河岸段丘が形成される
仕組みを説明できるかどうかを問う． 
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問 1 【解答】 フズリナ，三葉⾍ 
問 2 【解答】 貫⼊境界の傾斜：45º 
断層 E が現れる地表からの深度：173 m 
地点③における貫⼊岩 C が現れる深度と，地点③から貫⼊岩 C までの⽔平距離がともに

100 m であるため傾斜は 45º． 
地点③から断層 E までの⽔平距離が 100 m，断層 E の傾斜が 60ºであることから，100 m 

× tan60º = 173 m． 
問 3 【解答】 D → G → F → A → C → E → B 
問 4 【解答】 鉱物 X の鉱物名：斜⻑⽯ 
   岩⽯（イ）：地点①の堆積岩 A 
   岩⽯（ウ）：変成岩 D 
    【出題の意図】 偏光顕微鏡下での特徴に基づく鉱物の識別，および，岩⽯の組織や

構成鉱物から岩⽯の種類・成因を判断する⼒を問う． 
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問 1 【解答】 ア：対流，イ：成層，ウ：オゾン，エ：中間，オ：熱 
問 2 【解答】 a: 低下，b: 上昇，c: 低下，d: 上昇 
問 3 【出題の意図】 
（1）中・⾼緯度地域における降⽔発⽣のメカニズムを理解しているかを問う． 
（2）⾝近な気象現象である雷の発⽣メカニズムに関する知識と説明⼒を問う． 
問 4 【解答】 22.9 m/s 

気圧傾度⼒ =ଶൈଵ଴଴ ሺ௉௔ୀே/௠మሻ

ଵ଴଴ൈଵ଴య ௠
ൌ 2 ൈ 10ିଷ 𝑁/𝑚ଷ   

転向⼒ = 2𝜌𝑣𝜔𝑠𝑖𝑛𝜑 ൌ 2 ൈ 1.2 ൈ 𝑣 ൈ ሺ7.27 ൈ 10ିହሻ ൈ 0.5 𝑁/𝑚ଷ 
より𝑣 ൌ 22.9 𝑚/𝑠． 
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問１ 【解答】 アとイ: 窒素と酸素（順不同），ウ: ⼆酸化炭素，エとオ: ⽔素とヘリウム
（順不同），カ: 光球，ク: コロナ 

問２ 【解答】 5800K 
ウィーンの変位則から，λT=2900．λが 0.5 なので，T＝2900/0.5＝5800． 

問３ 【出題の意図】 ⼆酸化炭素が原始海洋に溶け込み⽯灰岩として固定されたことと，
光合成⽣物の出現と繁栄により⼆酸化炭素が減少し酸素が増えたことを理解しているか
を問う． 

問４ 【解答】 (d) 
問５ 【解答】 フレアの発⽣が電波によって観測される時刻: (c)，磁気あらしが観測され

る時刻: (d) 
   【出題の意図】電波は光速で伝わるが，磁気あらしは陽⼦や電⼦などの荷電粒⼦によ
って引き起こされる現象なので，移動速度が電波と⽐べて遅いことを理解しているかを
問う． 

 




















